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で，5.0ha 以上の経営体数は 2 倍以上
に増加し，1 経営体あたりの耕地面積
も 0.8ha から 2.2ha まで大きく拡大し
た（農林水産省 2001; 2021）。この急
激な規模拡大に労働力が追い付いてお
らず，水管理が不十分となったり，中後
期剤の処理適期を逃したりしている可能
性がある。今後も経営体の規模拡大は
続いていくとみられるため，限られた労
働力や時間の中で，作業精度を向上さ
せるためには，水管理システムや栽培管
理システムといったスマート農業の活用
も有効であると考えている。

また，上記以外にも拡大の要因は考
えられる。水稲の早生化により，収穫後
の種子生産量が増加している可能性が
ある。当県では，規模拡大に伴う作期
分散により移植開始が前倒しになってい
るうえ，温暖化によりこの 25 年で「コ
シヒカリ」の成熟期も13 日早まっている

（三重県 2025）。それによりヒレタゴボ
ウのような晩生の雑草も種子を生産しや
すくなっているとみられる。2023 年に農
業研究所内で実施した試験において，8
月中旬に水稲を収穫した圃場では，株
の再生や後発生によりヒレタゴボウが再
び繁茂し，収穫 33 日後に開花が始まっ
た。11 月下旬には，1㎡あたり45.7 本

のヒレタゴボウが発生し，454.7 個の蒴
果が形成された。そのため，収穫後の
圃場を未耕起のままでおくことは，シー
ドバンクの形成となり，周辺圃場への伝
播源や翌年度の発生源となっている可
能性が高い。このことから，水稲収穫後
は 1 ヵ月を目途に耕起を行い，再生や
後発生した個体を鋤き込む必要がある。

最後に，ヒレタゴボウについては，前
述のとおり防除が難しい雑草ではないと
考えている。水管理や除草剤処理といっ
た基本的な管理を徹底することで，被害
は減らすことができ，県内の発生も抑え
られるとみられる。三重県では，引き続
き効果的な防除技術の開発等を進める
とともに，各機関と連携して，ヒレタゴ
ボウを発生させないための適切な水田管
理技術の周知に努めていく。
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　キク科キオン属の一年草～越年草。全国の畑，樹園地，転換
畑，道端，空き地など，至る所に見られる。ヨーロッパ原産の
帰化種で，日本へは明治初期に入ったとされる。
　茎は中空で背丈 30 ～ 50cmほど，多数分枝して株になる。
葉は茎に互生し長さ 3～ 6cm，幅 1～ 3cm，不規則に羽状の
切れ込みがあり，基部で広がって茎を抱く。濃緑色で光沢とや
や厚みがあり食用のシュンギクに似るが，セネシオニンという
アルカロイドを含みこちらは食用に向かない。
　通常 5月から 8月に花を咲かせるが，暖かいところではほ
ぼ一年中花を咲かせている。花は0.8～1.2cmほどの頭状花で，
ふつう筒状花だけが集まるが，まれに舌状花もみられるそうで
ある。花の基部を総苞が包み，総苞の外片は上半分が三角状に
黒くなり，見分けるための指標にもなっている。果実は痩果で
種子には長い白色の冠毛があり風で散布される。
　ノボロギクの名は「野 +襤褸 +菊」ということであり，ひ
どい名前を付けられたものだと思う。牧野富太郎によると「野
襤褸菊」は「襤褸菊」に似て野に生えるからだといい，「襤褸菊」
というのは頭花が集まって開花している様子が，「襤褸」布が
集まった状態を想像させるため，とある。
　ところで，その「襤褸菊」は日本在来の「サワギク（沢菊）」
の別名である。サワギクは枝分かれした茎の先端に，5月から
8月頃に直径 1.2cmほどの鮮やかな黄色の花をたくさん咲か
せる。しかもその花はノボロギクと違っていわゆるヒマワリ型
の花であり，中央に花びらの付かない筒状花を密集するが，外
側には花びらを持つ舌状花が 10枚ほどつく。同じく牧野富太
郎によれば山間の沢に咲くからサワギクというとあるが，なか
なかに美しい花である。花が終わって白い冠毛が付きだしたと
き，まだ黄色い花が残っていたりもするが，そんなときには何
となく襤褸布のようにも思えなくもない。しかしそれを襤褸布
というならキク科の多くの花が襤褸布になってしまうのではな
いかと思うのだが。中村浩氏は，ボロギクのボロは襤褸ではな
く古代の武具である「そぼろ」から転じたものではないか，と
いう。
　ノボロギクを分類するとき，一つの着眼点が花の形である。
頭花であるノボロギクの花は，舌状花をみることはほとんどな

く，ほぼすべてが筒状花である。同じようなボロギクで筒状花
だけの花はほかにベニバナボロギク（家畜の餌や海外では野菜
として利用されている），ダンドボロギク（愛知県段戸山で見
つけられたためダンドの名が付けられている。パイオニア種で
あり開けた場所ですぐに生育する。この種が綿毛を付け雨など
に濡れているのをみると「襤褸」といってもいいかもしれな
い）があり，それぞれ花が咲いている時期も，花の色も異なる。
ノボロギクが春からほぼ通年に渡って黄色い花を咲かせるのに
比べ，ベニバナボロギクは 8月頃から 10月頃まで紅色の花を
付ける。ダンドボロギクは 9月から 10月頃に黄色から白っぽ
い花を付ける。花の形が似ているにもかかわらずこの 3種は
属が異なり，ノボロギクは Senecio（キオン属）で，ベニバナ
ボロギクは Crassocephalum（ベニバナボロギク属）さらにダ
ンドボロギクは Erechtites（タケダグサ属）である。もう一つ，
ほぼ筒状花のボロギクにアレチボロギクがある。ノボロギクと
同じキオン属であるが，総苞片の先が黒くならないので区別で
きる。
　因みにボロギクの本名（？）であるサワギクは Nemosenecio
（サワギク属）である。ボロギクという同じような顔をしてい
ても「姓」は違っている。

須藤　健一

野襤褸菊（ノボロギク）田畑の草
くさぐさ
種


